
 

【添付資料】出演者プロフィール 

玉置浩二 
1958 年生まれ。北海道出身のシンガーソングライター。1982 年バン

ド「安全地帯」としてデビュー。「ワインレッドの心」、「恋の予感」、

「悲しみにさよなら」など 80 年代の音楽シーンを席巻。ソロ活動で作

詞も手がけ始め、「田園」「メロディー」をはじめとする多くのヒット

を生み出す。 2012 年には、オリジナルレーベル

「SALTMODERATE」を発足。安全地帯とソロの活動を並行して行い

ながら、2014 年、7 年ぶりとなるオリジナル・ソロ・アルバム

『GOLD』、そして同じ時代を共有してきたアーティストの名曲を歌っ

たアルバム『群像の星』をリリース。2015 年・2016 年、国内外の主

要オーケストラと共演するビルボードクラシックス公演を実施。2016

年 6 月、バルカン特別編成交響楽団に管弦楽作品「歓喜の歌」を謹

呈。2017 年、ソロデビュー30 周年そして安全地帯デビュー35 周年と

いうダブルアニバーサリーイヤーでは、日本武道館で開催した安全地

帯 35 周年記念ライブでは 2 日間で 2 万 5000 人の動員を記録した。

2018 年・2019 年もオーケストラ公演、ソロツアーと精力的に活動。

2019 年 11 月安全地帯として約 30 年ぶりのスタジアムライブ「安全地帯 IN 甲子園球場  さよならゲー

ム」を敢行、3 万 8000 人を動員し、圧倒的なボーカル力で観客へ感動をもたらした。2020 年 12 月、6 年

ぶりとなるニューアルバム『Chocolate cosmos』リリース。第 71 回 NHK 紅白歌合戦に 24 年ぶりの出場

を果たし、オーケストラとともに披露した「田園」は、熱い感動とともに全国で大きな反響を呼んだ。そ

して翌年 1 月より再開されたオーケストラ公演「PREMIUM SYMPHONIC CONCERT 2021『THE 

EURASIAN RENAISSANCE “ОТТЕПЕЛЬ（オーチェペリ）”』」では全国 4 都市６公演が即完売、そ

のステージは各地で大喝采を巻き起こした。オフィシャルサイト https://saltmoderate.com/ 

 

 
大友直人（指揮） 

桐朋学園大学を卒業。指揮を小澤征爾、秋山和慶、尾高忠明、岡部守弘
各氏に師事した。桐朋学園大学在学中からＮＨＫ交響楽団の指揮研究員
となり、22 歳で楽団推薦によりＮＨＫ交響楽団を指揮してデビュー。
現在、群馬交響楽団音楽監督、東京交響楽団名誉客演指揮者、京都市交
響楽団桂冠指揮者、琉球交響楽団ミュージックアドバイザー。また、
2004 年から 8 年間にわたり、東京文化会館の初代音楽監督を務めた。 
在京オーケストラの定期演奏会にとどまらず、これまでにコロラド交響
楽団、インディアナポリス交響楽団、ロイヤル･ストックホルム･フィル
ハーモニー管弦楽団などに招かれ、2012 年にはハワイ交響楽団のオー
プニングコンサートを指揮、同年 6 月にはロレーヌ国立管弦楽団の定期
公演に客演。絶賛を博し、欧米での活躍にも大きな期待が寄せられてい
る。 第 8 回渡邊暁雄音楽基金音楽賞(2000 年)、第 7 回齋藤秀雄メモ
リアル基金賞(2008 年)を受賞。 
写真©Rowland Kirishima 
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湯浅卓雄（指揮） 
現在、最も国際的な活躍が目覚しい日本人指揮者の一人である湯浅卓雄
は、大阪に生まれ、高校卒業と同時にアメリカに留学。シンシナティ大
学音楽院作曲理論科を経て、ウィーン国立音楽大学指揮科でハンス・ス
ワロフスキー、フランコ・フェラーラ、イーゴリ・マルケヴィッチ、ロ
ヴロ・フォン・マタチッチに師事。 
1976 年 ウィーン・トンキュンストラー管弦楽団を指揮してデビュー。
1979 年 フィテルベルク国際指揮者コンクールに入賞するが、その際オ
ーケストラが独自に特別賞を授与したことが話題となり、ワルシャワ国
立フィル、ポーランド国立放送交響楽団などの定期演奏会に度々登場す
るなど、欧州各地で着実に実績を重ねる一方、1984 年から５年間群馬
交響楽団指揮者も務めた。1989 年から 1994 年まで BBC スコットラン
ド交響楽団首席客演指揮者、1997 年から 2005 年まで英国・アルスター
管弦楽団首席客演指揮者を務める一方、ロンドン・フィル、ロイヤル・
リヴァプール・フィルをはじめとする英国の主要オーケストラや、ロイ
ヤル・フランダース・フィル、オスロ・フィル、ラハティ響、ベルリン

響、ザグレブ・フィル、シドニー響、ニュージーランド響などに度々客演。2010/11 年シーズンの主
な公演として、フランス国立管弦楽団、ブリュッセル・フィルハーモニー管弦楽団、ポルト国立交響
楽団、オーフス交響楽団などが挙げられる。海外での充実した活動に加え、日本国内にも度々帰国
し、各主要オーケストラと共演を重ねている。湯浅卓雄の演奏は BBC をはじめとする世界各国の放
送などにおいても度々紹介されているが、EMI との 2 枚の CD に加え、1996 年からは、世界有数の
流通量を誇る『ナクソス』と専属契約を結び、次々とリリースされる CD は注目を集めると同時に高
い評価を獲得している。とりわけ、「日本作曲家選輯」では中心的な役割を担っている。2007 年井植
文化賞文化芸術部門受賞。東京藝術大学、演奏芸術センター教授を経て、東京藝術大学名誉教授。 

写真©Peter  Devlin 

 
 
栁澤寿男（指揮） 

2005-2007 年、マケドニア旧ユーゴ国立歌劇場首席指揮者。 
2007 年、UNMIK 国連コソボ暫定行政ミッション下のコソボフ
ィル響首席指揮者に就任。 
同時に、サンクトペテルブルク響、プラハ響、サラエボフィ
ル、セルビア放送響、ベオグラード国立歌劇場、アルバニア放
送響等に客演。2007 年、バルカン半島(特に旧ユーゴスラヴィ
ア)の民族共栄を願って、バルカン室内管弦楽団を設立。2016
年、国連欧州本部総会議場(在ジュネーヴ国際機関日本政府代表
部・国連欧州本部主催)で演奏を披露。2019 年には、コソボの
芸術・文化の発展とバルカン室内管弦楽団を通した地域和平へ

の尽力によりコソボ大統領勲章(文化功労賞)を叙勲される。 
日本国内では、新日本フィル、日本フィル、東京フィル、東京都響、東京響、東京シティ・フィル、
札幌響、仙台フィル、群馬響、名古屋フィル、京都市響、大阪フィル、日本センチュリー響、関西フ
ィル、兵庫芸術文化センター管、九州響、アンサンブル金沢等に客演。 
現在、バルカン室内管弦楽団音楽監督、コソボフィルハーモニー交響楽団首席指揮者、ベオグラー
ド・シンフォニエッタ名誉首席指揮者、東北ユースオーケストラ指揮者、京都フィルハーモニー室内
合奏団ミュージックパートナー。著書に「バルカンから響け！歓喜の歌(晋遊舎)」。 
©木之下晃 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



田中祐子（指揮） 
東京藝術大学大学院指揮科修士課程首席修了。フランスのボルドー、リ
ヨンを経て、現在パリ在住。 東京国際コンクール「指揮」入選、ブザ
ンソン国際指揮者コンクールのセミファイナリスト。2012 年渡独。
2013 年クロアチア国立歌劇場リエカ管弦楽団に招かれ海外デビュー。
N 響、日フィル、読売日響をはじめ全国各地のオーケストラと共演を重
ねる。2015-16-17 年シーズンＮＨＫ交響楽団首席指揮者パーヴォ・ヤ
ルヴィ公式アシスタント。デュトワ、エッシェンバッハ、ヤノフスキ等
のアシスタントおよび合唱指揮を担当。ミョンフン指揮東フィルの合唱
指揮も担当した。2018 年 4 月−2020 年 8 月オーケストラ・アンサン
ブル金沢指揮者。 
平成 30 年度五島記念文化賞オペラ新人賞受賞。エコールノルマル音楽
院の指揮科・高等ディプロム課程にてドミニク・ルイス、ジュリアン・
マスモンデ氏に師事しさらなる研鑽を続けている。2020 年度ローム ミ
ュージック ファンデーション奨学生。 
ＮＨＫ「名曲アルバム」、「らららクラシック」などメディア出演多数。 
©sajihideyasu 

 
 
東京フィルハーモニー交響楽団 
1911 年創立。日本のオーケストラとして最古の歴史をもち、メンバー約 160 名、シンフォニーオー
ケストラと劇場オーケストラの両機能を併せもつ。名誉音楽監督チョン・ミョンフン、首席指揮者ア
ンドレア・バッティストーニ、特別客演指揮者ミハイル・プレトニョフ。自主公演の他、新国立劇場
他でのオペラ・バレエ演奏、NHK 他における放送演奏など、高水準の演奏活動を展開。また、海外
公演も積極的に行い、国内外から高い注目を集めている。 
1989 年から Bunkamura オーチャードホールとフランチャイズ契約を結んでいる。東京都文京区、
千葉県千葉市、長野県軽井沢町、新潟県長岡市と事業提携を結び、各地域との教育的、創造的な文化
交流を行っている。公式ウェブサイト https://www.tpo.or.jp/ 
 
 
ビルボードクラシックスオーケストラ 
ビルボードクラシックスが主宰するポップスとクラシックの融合による新しい音楽の創出に挑む演奏
家たちによる特別編成オーケストラ。2015 年以来、玉置浩二、石井竜也、八神純子、福原美穂プレ
ミアム・シンフォニック・コンサートや、ビルボードクラシックス・フェスティバルなど数々の舞台
において高いパフォーマンスを発揮し、その豊潤な響きが観客を魅了し続けている。新しい音楽を開
拓する意思のもと、関東・関西の主要オーケストラから選抜した俊英演奏家たちが集結。 
 
 
京都フィルハーモニー室内合奏団 
1972 年に結成。本年創立 47 周年を迎える。一人一人がソリストの個性派揃いのプロの合奏団。定期
公演、特別公演、室内楽コンサート、子供のためのクラシック入門コンサート等を主催すると同時
に、各地ホール・教育委員会・鑑賞団体・テレビ・ラジオ・芸術祭等に多数出演している。「クオリ
ティは高く、ステージは楽しく」というポリシーを持った京フィルは、クラシック音楽の他に様々な
ジャンルの音楽もセンスある編曲を施して演奏し、多くの聴衆を魅了している。国内外の演奏家や指
揮者と共演する一方、狂言、文楽人形、津軽三味線、尺八等の日本の伝統芸能とのコラボレーション
や、俳優、タレント、落語家、漫才師等の異分野との共演も積極的におこない、“挑戦する室内オー
ケストラ”と大好評を博している。また創立以来、活動の柱としている学校音楽観賞会では延べ 3,000
校、190 万人以上の子どもたちに 楽しい音楽を届け続けている。京都市のパートナーシップ事業と
タイアップするなど、積極的に聴衆の育成拡大に力を注いでいる。2000 年に特定非営利活動法人
(NPO)となる。 
平成 2 年度 藤堂音楽賞受賞。2002 年 10 月イタリアツアーで好評を博す。平成 14 年度 京都新聞大
賞文化学術賞受賞。 2015 年度第３回ウィーン・フィル＆サントリー音楽復興祈念賞受賞。平成 28
年度 佐川吉男音楽賞奨励賞受賞。 
2006 年から社団法人 日本オーケストラ連盟準会員。2019 年度よりミュージックパートナーに柳澤
寿男氏を迎える。 
 



九州交響楽団 
1953 年創立。1973 年に改組、のち財団法人化を経て 2013 年から「公益財団法人九州交響楽団」と
なり、九州の常設オーケストラとしてアジアの交流拠点都市“福岡”に本拠地を置く。アクロス福岡で
の定期演奏会をはじめ、天神でクラシック、名曲・午後のオーケストラの自主公演の他、青少年向け
のコンサート、オペラやバレエ、合唱との共演、ポップス、映画音楽、ファミリーコンサートなど内
容は多岐に渡り、福岡県を中心に九州各地で年間約 130 回の演奏活動を行っている。2013 年小泉和
裕が音楽監督に就任後「ベルリオーズ／幻想交響曲」、「ベートーヴェン／交響曲第 9 番」、「マーラ
ー／交響曲第 8 番《千人の交響曲》」「マーラー／交響曲第３番」の CD を発売。これまでに、福岡市
文化賞、西日本文化賞、文部大臣地域文化功労賞、福岡県文化賞を受賞。 
 
 
大阪交響楽団 
１９８０年創立。永久名誉楽団代表・敷島博子が『聴くものも、演奏するものも満足できる音楽
を！』を提唱。いつも聴衆を“熱く”感動させるその演奏は、「魂の叫び」「情熱の音」であると評され
ている。２０１０年４月に楽団名を「大阪交響楽団」と改称。２０１２年４月に支援組織と楽団を統
合し、一般社団法人大阪交響楽団となり、２０１８年１１月に公益社団法人となった。日本楽壇最長
老の外山雄三がミュ−ジック・アドバイザ−を経て、２０２０年名誉指揮者に就任、２０１９年４月
からは新たに太田弦（２０１５年、第１７回東京国際音楽コンクール〈指揮〉で第２位ならびに聴衆
賞を受賞）が正指揮者に就任し、さらなる楽団の飛躍が期待されている。楽団公式ホームページ
（http://sym.jp） 
 
 
札幌交響楽団 
1961 年発足。北海道唯一のプロ･オーケストラとして、「札響」の愛称で親しまれる。透明感のある
サウンドとパワフルな表現力は、国内はもとより海外でも評価が高い。歴代指揮者には、名誉創立指
揮者の荒谷正雄、ペーター・シュヴァルツ、岩城宏之、秋山和慶、尾高忠明、マックス・ポンマーな
どが務めた。現在、名誉音楽監督の尾高忠明、名誉指揮者のラドミル･エリシュカ、友情客演指揮者
に広上淳一、指揮者として佐藤俊太郎と垣内悠希を擁し、2018 年 4 月からは首席指揮者としてスイ
スの名指揮者マティアス・バーメルトを迎えた。現在、年間公演数は約 120 回、さらにアウトリーチ
活動にも積極的に取り組んでいる。海外ではヨーロッパ、アメリカ、アジア諸国を訪問し、各国で好
評を博した。 

http://sym.jp/

